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12月定例会

12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
19
議
案
を
慎
重
に
審

議
し
全
て
可
決
し
ま
し
た
。「
み
な
べ
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」は
議
員
発
議
と
し
て
付
帯
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願
１
件「
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
」
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

再
任
用
条
例
改
正

農
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
の

に
…
等
の
理
由
で
１
年
前

は
否
決
し
た
。
再
上
程
に

あ
た
り
何
が
変
わ
っ
た
の

か
。

雇
用
と
年
金
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

国
の
指
導
で
粛
々
と
提
案

し
た
。
経
済
状
況
は
考
え

て
い
な
い
。

希
望
者
は
自
動
採

用
な
の
か
。
町
民

感
情
を
勘
案
す
る
と
納
得

し
が
た
い
と
考
え
る
が
、

線
引
き
・
採
用
基
準
は
あ

る
の
か
。

自
動
的
に
採
用
と

い
う
こ
と
で
は
な

い
。
規
則
・
要
綱
等
で
詳

し
く
定
め
、
基
準
を
明
確

に
す
る
。郡

内
他
町
も
協
議

通
り
の
内
容
な
の

か
。

総
務
課
長
会
議
で

は
給
与
表
の
１
級

を
使
う
こ
と
に
統
一
し
た
。

県
は
よ
り
高
い
３
級
を
使

用
。

鶴
の
湯
温
泉
指
定
管
理
者

応
募
要
項
に
記
載

さ
れ
て
い
た
委
託

料
１
５
０
０
万
円
あ
り
き

の
計
画
な
の
か
。

日
本
テ
ク
ノ
の
収

支
計
画
は
、
27
年

度
１
３
８
０
万
円
、
28
年

度
１
３
０
０
万
円
、
29
年

度
１
２
２
０
万
円
。

指
定
期
間
を
３
年

に
し
た
根
拠
は
。

初
め
て
の
公
募
で

町
外
業
者
の
運
営

に
な
り
、
動
向
を
見
る
た

め
。

現
在
の
職
員
の
雇

用
は
ど
う
な
る
の

か
、
運
営
会
社
に
要
請
を
。

７
人
配
置
予
定
の

う
ち
現
在
の
３
人

を
引
き
続
き
雇
用
で
進
め

て
い
る
。
元
職
員
の
採
用

も
お
願
い
し
た
い
。

へ
き
地
保
育
所

　
　

岩
代
ひ
か
り
保
育
所

現
在
の
形
で
は
無

認
可
の
状
態
だ
が
、

将
来
も
こ
の
ま
ま
の
形
で

運
営
す
る
の
か
。

へ
き
地
保
育
所
は

認
可
外
保
育
所
と

い
う
形
で
運
営
し
て
い
る
。

新
制
度
の
基
準
に
合
わ
せ

ら
れ
る
か
ど
う
か
も
、
経
過

措
置
期
間
中
に
決
め
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

梅
干
し
お
に
ぎ
り

条
例
は
好
評
で
、

町
民
の
方
々
が
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
盛
り
上

げ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
時
に
一

目
で
わ
か
る
の
ぼ
り
な
ど

の
旗
印
を
作
り
、
貸
与
す

る
な
ど
応
援
す
る
カ
タ
チ

に
し
て
欲
し
い
が
。

条
例
グ
ッ
ズ
は
必

要
。
こ
の
予
算
内

で
計
画
中
。
梅
の
機
能
性

の
Ｐ
Ｒ
も
セ
ッ
ト
で
考
え

た
い
。

南
部
駅
ト
イ
レ

の
改
修
で
、
改
札

内
か
ら
は
使
え
な
く
な
る

の
か
。

外
か
ら
自
由
に
使

い
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
と
交
渉
の

結
果
、
町
で
公
衆
ト
イ
レ

と
し
て
整
備
す
る
。
乗
る

人
は
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て
か

ら
改
札
内
へ
入
っ
て
ほ
し
い
。

公
共
下
水
道
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

汚
泥
減
量
化
試
験

運
転
期
間
の
延
長

と
医
薬
材
料
費
２
３
０
万

円
減
額
と
の
関
係
は
。

試
験
中
の
設
備
や

薬
剤
費
は
業
者

負
担
で
、
町
負
担
は
電
気

代
の
み
だ
。
試
験
運
転
は

元
々
26
年
６
月
ま
で
の
予

定
だ
っ
た
が
、
見
込
み
通

り
35
％
の
減
量
が
で
き
ず
、

リ
セ
ッ
ト
し
て
９
月
か
ら

27
年
３
月
ま
で
延
長
し
た
。

試
験
が
延
び
た
の
で
、
当

初
予
算
に
計
上
し
た
町
負

担
が
不
要
に
な
っ
た
。

南部駅トイレの外観

QA 主
な
議
案
審
議
Ｑ
＆
Ａ

Q

AQAQ

AQAQA

QA

QA

QAQA
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●付帯決議の発議
議案第2号「みなべ町職員の再任用に関する条例の全部を改正する条例について」の議案を本
会議可決直後、議員から下記付帯決議が発議され、賛成多数で可決された。
※付帯決議とは、議決された条例案・予算案に関して付される、施行についての意見や希望などを表明する
　決議。法的拘束力を有しない。

みなべ町職員の再任用に関する条例の全部を改正する条例についての付帯決議（要約）

公的年金の支給開始年齢の引き上げから雇用と年金の接続を図る措置として、閣議決定で地方の実
情に応じて必要な措置を講ずるよう要請され、平成 25 年 3 月に現行の地方公務員法に基づく再任用制
度を活用し、希望する職員を再任用するよう通知があった。

本来、職員の再任用制度は、町行政を行う上で引き続き必要とされる能力を持った職員を退職後も雇
用するものであり、今回の改正も必要であると考える。

しかし国の要請にある「地方の実情」という観点から、現在のわが町は、梅干し価格の下落による
経済状況の悪化や民間の雇用が厳しい中、雇用と年金への繋ぎという理由のみで、公務員だけが退職
後も雇用を保障されるのかとの町民の疑問や感情があることは事実である。また再任希望する者は全員
雇用するという方針は制度の趣旨に反し、再任用するとしても、能力主義で公正な選考をすべきという声
もあり、町民の理解を得ることは非常に困難である。

よって、再任用制度の運用にあたっては、下記の事項を強く求める。

１．　人事評価制度の導入を推進し、再任用の選考基準を検討すること。
２．　再任用にあたり新しいポストを作るなど、行財政改革に逆行したような運用は行わないこと。
３．　財政健全化を踏まえながら、再任用職員と臨時職員との雇用格差をなくすこと。
４．　再任用により職場環境に支障を来すことがないよう配慮すること。　　　以上、付帯決議する。

●討論のあった議案
・みなべ町職員の再任用に関する条例の全部を改正する条例について

（反対）佐々木議員　（賛成）井口議員
・集団的自衛権行使容認に反対する意見書の提出を求める請願について

（反対）真造議員　　（賛成）池田議員、佐々木議員、井口議員

●各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ）○：賛成　×：反対　−：議長は採決には加わりません

議　　　案

井
口　

雅
裕

中
井　

重
雄

下
村　
　

勤

森
坂　

義
明

中
本　

光
一

楠
本　

誠
二

真
造　

賢
二

原
田　
　

覚

池
田
真
作
人

佐
々
木
香
徳

谷
本　

吉
弘

北
谷　

清
治

竹
本　

栄
次

田
中　

昭
彦

みなべ町職員の再任用に関する条例
の全部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○ ○ —

みなべ町職員の再任用に関する条例
の全部を改正する条例についての付
帯決議

× ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ —

みなべ町職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

集団的自衛権行使容認に反対する意
見書の提出を求める請願について ○ ○ × × × 欠 × × ○ ○ × × × —
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

質
問　

低
価
格
に
喘
ぐ
梅

農
家
の
現
状
を
改
善
す
べ

く
、
行
政
と
し
て
ど
ん
な

こ
と
で
も
し
て
欲
し
い
と

再
三
訴
え
て
き
ま
し
た
。

梅
産
業
は
、
町
の
基
幹

産
業
で
す
。
梅
農
家
を
守

る
こ
と
は
、
単
に
農
家
の

現
状
を
救
う
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
商
業
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
抜
本
的

な
町
財
政
の
健
全
化
、
更

に
は
魅
力
的
な
農
産
業
の

堅
持
に
よ
り
後
継
者
を
育

み
、
人
口
減
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
町
の
健
全
な
存
続

の
た
め
の
重
要
な
課
題
で

す
。そ

れ
ら
を
包
括
し
つ
つ

様
々
な
課
題
を
解
決
で
き

る
案
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

行
政
と
し
て
可
能
な
範
囲

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ポ
イ
ン
ト
は
民
業
を

圧
迫
す
る
こ
と
な
く
、
新

た
な
梅
干
の
需
要
を
喚
起

し
、
そ
の
利
益
が
農
家
に

還
元
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。（
左
図
参
照
）

町
長　

ご
提
案
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
保
健
所

関
連
、
Ｐ
Ｌ
法
、
責
任
の

所
在
等
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
町
主
導
で
行
う
の
は

困
難
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

は
本
来
農
協
等
が
す
べ
き

で
は
？
農
協
と
協
議
を
し

て
み
ま
す
。
民
で
で
き
る

も
の
は
民
で
と
い
う
の
が

基
本
的
な
考
え
で
す
。

民でできることは民で

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
行
き
過
ぎ
は
良
く

な
い
と
考
え
ま
す
。
今
後

は
国
の
方
針
を
見
定
め
な

が
ら
、
で
き
る
こ
と
は
や

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

災
害
備
蓄
梅
干
に
つ
い

て
は
、
町
が
橋
渡
し
す
る

形
で
２
ヵ
所
と
詰
め
て
い

ま
す
。
た
だ
、
対
行
政
の

場
合
、
入
札
制
度
が
問
題

で
す
。
ま
た
、
そ
の
商
品

を
ど
こ
が
製
造
す
る
の
か

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

梅
干
組
合
、
農
協
と
相
談

し
つ
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
梅
干
に
つ
い
て
は

田
辺
市
の
実
績
か
ら
、
約

１
億
円
の
市
場
が
あ
る
と

も
い
え
ま
す
。
こ
れ
を
見

逃
す
手
は
な
い
、
積
極
的

に
活
用
し
、
消
費
拡
大
に

努
め
て
頂
き
た
い
。

災
害
備
蓄
に
つ
い
て
は

１
年
以
上
も
前
か
ら
農
協

に
伝
わ
っ
て
い
る
話
、
に

も
関
わ
ら
ず
何
も
進
展
し

て
い
な
い
。
農
家
は
待
っ

た
な
し
の
状
態
、
な
ら
ば

行
政
が
踏
み
込
ん
だ
対
策

を
す
べ
き
と
期
待
す
る
。

商
品
の
製
造
、
農
家
へ
の

利
益
還
元
、
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
対
応
、
現
状
打
破
、

そ
れ
ら
を
全
て
解
決
す
る

提
案
だ
と
考
え
ま
す
が
？

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の

お
返
し
は
業
者
さ
ん
の
商

品
を
贈
っ
て
お
り
、
直
接

生
産
者
に
還
元
と
い
う
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
第
３
セ
ク
タ
ー
で
の
運

営
は
赤
字
に
な
ら
な
い
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
、

そ
れ
が
で
き
る
の
か
ど
う

か
？
行
政
と
し
て
で
き
る

部
分
は
労
を
惜
し
ま
ず
や

っ
て
い
き
ま
す
。

再
々
質
問　

私
の
提
案
の

趣
旨
は
、
梅
の
景
気
回
復
、

梅
農
家
の
生
活
安
定
、
財

政
健
全
化
、
活
性
化
…
正

攻
法
で
ら
ち
が
明
か
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
様
々
な
手

段
を
講
じ
る
べ
き
で
は
？

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

町
長　

民
で
で
き
る
こ
と

は
民
で
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
備

蓄
梅
干
に
つ
い
て
、
成
約

で
き
た
場
合
、
ど
こ
が
造

り
送
る
の
か
と
い
う
歯
が

ゆ
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

町
が
橋
渡
し
し
て
い
る
以

上
責
任
を
持
っ
て
届
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農

協
、
業
界
と
協
議
し
ま
す
。

災害備蓄梅干等の製造、販売システムの構築農業

一
般
質
問
は
、
平
成
26
年
12
月
17
日
に
５
人
の
議
員
が
行
な
い
ま
し
た
。
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県道の改修生活・交通

下
しも

村
むら

　勤
つとむ

議員

滝
切
目
停
車
場
線

質
問　

平
成
23
年
に
、
県

道
小
規
模
改
良
と
し
て
事

業
採
択
を
受
け
て
、
そ
の

後
改
修
の
工
事
も
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
23
年

に
は
、
半
島
振
興
道
路
整

備
事
業
と
し
て
ラ
ン
ク
が

格
上
げ
さ
れ
、
工
事
も

着
々
と
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
工
事
区
間
に
は
、

西
又
町
道
か
ら
熊
瀬
川
地

内
の
約
６
０
０
ｍ
が
、
工

事
区
間
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
交
通
量
も
多
く
、
幅

員
も
大
変
狭
く
、
こ
の
区

間
を
県
に
対
し
追
加
要
望

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
狭
く
交
通

量
も
多
く
、
改
良
し
な
く

て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
る
11
月
25
日
、
地
元
区

の
区
長
さ
ん
は
じ
め
、
役

員
さ
ん
と
用
地
提
供
承
諾

書
を
付
け
て
県
に
陳
情
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

県
の
財
政
事
情
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
厳
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
日
高
振

興
局
建
設
部
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

田
辺
印
南
線

質
問　

熊
瀬
川
か
ら
樮ほ

く
そ

川が
わ

に
通
じ
る
、
県
道
田
辺
印

南
線
で
あ
り
ま
す
が
、
旧

村
当
時
か
ら
改
修
の
要
望

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
採

択
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
路
線
の
幅
員
も
狭
く
カ

ー
ブ
も
多
く
大
雨
が
降
る

と
、
山
崩
れ
が
発
生
し
、

年
に
何
回
か
は
通
行
止
め

に
な
り
ま
す
。
今
後
、
鶴

の
湯
温
泉
の
発
展
を
考
え
、

改
修
の
た
め
に
印
南
町
と

共
に
、
改
修
の
要
望
を
お

願
い
し
た
く
思
い
ま
す
。

町
長　

こ
の
路
線
に
つ
い

て
は
、
印
南
町
側
で
小
規

模
改
修
に
よ
り
部
分
改
修

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
格

的
な
改
良
工
事
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
印

南
町
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
樮
川
地
区
と

熊
瀬
川
地
区
で
役
員
数
名

出
て
、
改
良
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
進
め
て
い
く

の
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

共
同
で
取
り
組
め
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

橋
の
建
設

質
問　

平
成
17
年
に
、
国

道
４
２
４
号
線
五
味
地
内

か
ら
田
辺
印
南
線
に
橋
を

架
け
る
と
い
っ
た
計
画
は
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長　

今
ま
で
要
望
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
平
成
23

年
の
豪
雨
災
害
が
あ
り
、

県
の
行
政
事
情
も
考
慮
し
、

控
え
て
き
た
の
が
現
実
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
県
の

道
路
行
政
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
河
川
改
修
と
あ
わ

せ
て
橋
梁
整
備
の
要
望
を

考
え
て
行
き
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
国
道
４

２
４
号
線
の
四
郎
橋
の
老

朽
化
を
考
え
、
迂
回
路
の

意
味
も
込
め
て
、
今
後
、

県
に
要
望
は
し
て
参
り
ま

す
。

県、近隣町と連携を取りながら

県道滝切目停車場線（熊瀬川地内）

体育協会主催　町民マラソン大会

質
問　

昭
和
62
年
か
ら
平

成
11
年
ま
で
、
旧
町
で
、

選
手
関
係
者
約
千
人
を
迎

え
入
れ
、
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
た
「
梅
マ
ラ
ソ
ン
」

の
復
活
を
し
て
も
ら
い
、

町
と
「
み
な
べ
の
梅
」
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
の

取
り
組
み
を
。
ま
た
、
清

川
ま
で
国
道
が
完
成
す
れ

ば
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
も
可

能
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

当
時
、
交
通
事
情

や
道
路
事
情
に
よ
り
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
体
育
協
会
と
も
相
談

し
、
実
施
可
能
か
ど
う
か

を
検
討
し
た
く
思
い
ま
す
。

教
育
長　

こ
の
大
会
は
、

毎
回
全
国
各
地
か
ら
の
参

加
を
得
て
、
成
功
裏
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
提

案
の
「
梅
マ
ラ
ソ
ン
」
の
趣

旨
は
、
町
民
の
方
々
の
健

康
維
持
の
み
な
ら
ず
、
町

の
Ｐ
Ｒ
を
目
指
す
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今

す
ぐ
に
は
難
し
い
で
す
が
、

町
民
の
方
々
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
検
討
を
し

て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
。

梅
マ
ラ
ソ
ン
の
復
活

　
体
協
と
も
相
談
し
て

観
光
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佐
さ

々
さ

木
き

香
よし

徳
のり

議員

質
問　

現
在
、
町
内
に
配

備
の
救
急
車
は
１
台
で
、

重
な
っ
た
場
合
を
考
え
る

と
不
安
で
す
。
症
状
に
よ

っ
て
一
刻
一
秒
を
争
う
患

者
も
い
る
は
ず
で
、「
運

が
悪
か
っ
た
」
で
は
済
ま

さ
れ
ま
せ
ん
。
せ
め
て
２

台
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
デ
ー
タ
を
お
願
い
し

ま
す
。

１
．
日
高
広
域
消
防
南
部

出
張
所
の
救
急
車
の

年
間
出
動
回
数

２
．
１
日
に
２
回
以
上
出

動
し
た
日
数

３
．
出
発
か
ら
帰
着
ま
で

の
最
大
所
要
時
間

（
つ
ま
り
「
救
急
車

不
在
」の
最
長
時
間
）

４
．
複
数
の
出
動
要
請
が

重
な
っ
た
実
例

私
事
で
す
が
、
父
が
救

急
車
の
お
世
話
に
な
り
一

刻
も
早
く
病
院
へ
と
い
う

症
状
で
し
た
。
こ
の
時
は

５
分
も
か
か
ら
ず
来
て
く

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

長
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

が
も
し
、「
今
出
動
中
で

す
、
別
の
救
急
車
を
呼
び

ま
す
」
と
な
れ
ば
、
15
分
、

20
分
、
余
計
に
か
か
り
ま

す
。
日
高
広
域
組
合
を
通

じ
て
の
話
で
、
車
だ
け
増

や
し
て
も
乗
組
員
が
い
な

い
と
ダ
メ
で
す
か
ら
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
町
民
の
安
心
の

た
め
に
、
ど
う
し
て
も
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。

町
長　

平
成
25
年
度
デ
ー

タ
で
す
。

１
．
６
２
６
回

２
．
２
２
６
日

３
．
２
時
間
47
分

４
．
43
件

南
部
救
急
隊
が
出
動
中

に
町
内
で
救
急
事
案
発
生

の
場
合
を
「
２
次
救
急
事

案
」
と
呼
び
ま
す
が
、
印

南
救
急
隊
が
南
部
隊
よ
り

13
分
遅
れ
て
現
場
に
到
着

す
る
状
況
で
す
。

２
次
救
急
発
生
と
同
時

に
、
南
部
出
張
所
か
ら
救

急
資
機
材
を
積
ん
だ
広
報

車
も
し
く
は
搬
送
車
と
隊

員
が
ま
ず
出
動
し
、
救
急

隊
が
着
く
ま
で
患
者
の
観

察
や
応
急
処
置
を
し
ま
す
。

日
高
広
域
消
防
で
５
台

配
備
し
て
い
ま
す
。
消
防

庁
基
準
が
人
口
２
万
人
に

１
台
で
、
管
内
人
口
が
６

万
弱
な
の
で
ま
ず
３
台
。

地
理
的
条
件
で
１
台
追
加

し
４
台
。
予
備
１
台
で
５

台
で
す
。本
部（
日
高
町
）・

南
部
・
印
南
・
中
津
に
各

１
台
と
本
部
に
予
備
車
１

台
で
す
。
救
急
隊
１
隊
に

約
８
千
万
円
が
必
要
で
す
。

本
町
だ
け
１
隊
増
や
し
て

も
ら
う
の
は
非
常
に
難
し

い
。
適
正
利
用
の
広
報
が

さ
ら
に
必
要
で
す
。
６
２

６
件
の
う
ち
約
半
分
が
軽

度
な
患
者
で
し
た
。

再
質
問　

救
急
車
も
機
械

で
す
か
ら
急
に
故
障
し
た

り
、
救
急
車
が
交
通
事
故

に
遭
う
場
合
も
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
は
予
想
よ
り
は

る
か
に
大
き
く
て
驚
き
ま

し
た
。
結
局
は
早
い
者
勝

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

安
心
材
料
と
し
て
複
数
が

必
要
と
感
じ
ま
す
。

町
長　

２
次
救
急
の
患
者

が
重
症
で
あ
っ
た
場
合
、

ト
リ
ア
ー
ジ
（
選
別
）
は

困
難
な
た
め
、
先
発
事
案

優
先
を
と
ら
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
本
部
の
予
備
１

台
を
今
後
ど
う
す
る
か
、

１
隊
８
千
万
の
経
費
と
合

わ
せ
て
検
討
が
必
要
で
す
。

適
正
利
用
の
周
知
に
尽
き

ま
す
。

再
々
質
問　

適
正
利
用
を

強
調
さ
れ
ま
す
が
、
呼
ぶ

べ
き
か
ど
う
か
素
人
に
は

判
断
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
で
し
ょ
う
。
役
場
が
強

調
し
す
ぎ
る
マ
イ
ナ
ス
面

も
考
え
て
ほ
し
い
。

町
長　

線
引
き
に
つ
い
て
、

こ
う
い
う
事
例
が
あ
っ
た

と
話
し
合
う
の
も
一
方
法

か
な
と
思
い
ま
す
。

※
他
の
質
問

●
学
校
教
育
の
激
変
に
ど

　

う
対
応
す
る
か

年626回出動、半数が軽症。不在最長は2時間47分

救急車が出動中の日高広域消防南部出張所

救急車は足りているか安全
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町
長　

材
質
の
変
更
、
厚

さ
の
変
更
、
着
色
、
単
価

面
と
検
討
し
ま
し
た
が
結

論
と
し
ま
し
て
現
在
使
用

の
標
準
的
な
透
明
度
の
袋

が
今
の
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
と

思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

田
辺
市
と
相
乗

り
し
て
コ
ス
ト
を
安
く
す

る
方
法
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

町
長　

若
干
田
辺
の
ほ
う

が
白
い
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
他
の
質
問

●
地
方
創
生
に
つ
い
て

中
なか

本
もと

光
こう

一
いち

議員

津波避難タワーの進捗状況は？

27年度当初予算で詳細設計を計上予定

防災

質
問　

避
難
困
難
地
域
の

津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
津
波

避
難
ビ
ル
設
置
に
関
し
ま

し
て
、
現
段
階
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ど

の
程
度
の
も
の
を
ど
の
く

ら
い
、
ど
の
場
所
に
整
備

す
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

町
長　

現
在
決
ま
っ
て
い

る
の
は
、
気
佐
藤
地
内
の

１
５
０
坪
の
土
地
に
鉄

筋
・
鉄
骨
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
地
上
高
５
～
６
ｍ
、

約
80
坪
、
収
容
人
員
５
百

人
か
ら
６
百
人
程
度
の
建

物
を
想
定
。
平
成
27
年
度

の
当
初
予
算
に
お
き
ま
し

て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
を

含
ん
だ
詳
細
設
計
の
予
算

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

質
問　

こ
れ
も
平
成
26
年

５
月
第
２
回
定
例
議
会
で

出
ま
し
た
、
保
育
所
及
び

幼
稚
園
の
高
台
移
転
の
問

題
で
す
。
そ
の
時
の
話
で

は
、
愛
の
園
保
育
園
、
あ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
い

う
部
分
。
そ
れ
が
高
台
へ

の
話
に
な
り
ま
す
と
南
部

保
育
所
も
合
わ
せ
て
行
け

な
い
か
。
幼
保
一
元
化
で

こ
ど
も
園
に
し
て
幼
稚
園

も
行
け
れ
ば
残
っ
た
跡
地

を
駐
車
場
に
使
え
る
と
い

う
構
想
が
あ
る
。
と
の
事

で
し
た
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

も
、
高
台
の
土
地
の
購
入
、

幼
保
一
元
化
の
問
題
、
最

終
移
転
時
期
に
つ
い
て
現

段
階
の
進
捗
状
況
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長　

25
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
優
良
候
補
地
と

思
わ
れ
る
東
吉
田
地
区
の

小
山
田
池
周
辺
の
整
備
基

本
計
画
を
策
定
。
26
年
７

質
問　

以
前
に
も
お
願
い

し
ま
し
た
ゴ
ミ
袋
の
件
で

す
。や

は
り
、
現
行
の
ゴ
ミ

袋
は
透
明
過
ぎ
る
と
の
事

で
す
。
あ
る
程
度
の
色
を

付
け
て
欲
し
い
と
の
要
望

で
す
。
以
前
の
回
答
で
は
、

一
度
ど
の
程
度
の
薬
剤
を

混
ぜ
る
と
ど
の
程
度
の
色

に
な
る
の
か
、
色
見
本
と

か
サ
ン
プ
ル
等
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
の
で
早
急

に
業
者
と
打

ち
合
わ
せ
て

参
り
た
い
と

お
返
事
頂
き

ま
し
た
。
そ

の
打
ち
合
わ

せ
が
ど
う
で

あ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
ま

た
今
後
ど
の

様
に
変
更
を

考
え
て
い
る

の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

月
に
は
副
町
長
を
ト
ッ
プ

と
し
た
関
係
５
課
か
ら
な

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
発
足
。
９
月
１
日
東
吉

田
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
て
協
力
要
請
し
ま
し

た
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
環
境
整
備
を
行
っ
た

後
に
水
利
権
者
や
地
権
者

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
測
量
設
計
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

愛の園保育園

防災タワー（田辺市文里）

ゴミ袋（左：田辺　右：みなべ）

保
育
所
・
幼
稚
園
の
高
台
移
転

環
境
教
育

ゴ
ミ
袋
の
透
明
度
に
つ
い
て

生
活
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中
なか

井
い

重
しげ

雄
お

議員

質
問　

26
年
９
月
26
日
、

関
西
電
力
八
木
社
長
が
記

者
会
見
で
、
原
子
力
発
電

所
か
ら
出
る
使
用
済
み

核
燃
料
の
施
設
に
つ
い

て
「
福
井
県
外
の
関
電
の

発
電
所
内
に
つ
く
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
報
道
に
よ
り

ま
す
と
設
置
の
基
本
は
福

井
県
を
除
く
関
西
地
区
で
、

①
燃
料
輸
送
船
が
入
れ
る

港
が
あ
る
。

②
広
い
敷
地
が
あ
る
。

③
強
い
地
盤
で
あ
る
。

を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
管
内
の
全
２

１
０
自
治
体
を
訪
れ
施
設

の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

を
続
け
て
い
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
４
点
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
一
、
関

西
圏
の
２
１
０
自
治
体
と

い
え
ば
、
み
な
べ
町
も
入

り
ま
す
。
関
西
電
力
か
ら

の
打
診
は
あ
り
ま
し
た

か
？

町
長　

現
時
点
で
は
施
設

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
説

明
に
は
来
て
い
ま
せ
ん
。

要
請
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
問　

二
、
関
西
電
力
の

い
う
設
置
の
３
条
件
を
考

え
る
と
、
火
力
発
電
所
の

あ
る
御
坊
市
で
は
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

こ
れ
は
御
坊
市
さ

ん
の
話
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

み
な
べ
町
と
し
て
は
特
に

コ
メ
ン
ト
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

質
問　

三
、
紀
伊
半
島
は

原
発
を
１
基
も
誘
致
さ
せ

な
か
っ
た
県
と
し
て
、
全

国
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
福
島
原
発
事
故
の
現

状
を
見
る
と
き
、
梅
の
町

み
な
べ
町
の
町
長
と
し
て
、

風
評
被
害
を
受
け
る
よ
う

な
原
子
力
発
電
の
関
連
施

設
は
決
し
て
賛
同
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
で

現時点では説明や要請はない

す
か
。

町
長　

紀
伊
半
島
は
原
発

を
誘
致
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
で
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
し
福
島
原
発
の
現
状
を

見
た
と
き
に
、
風
評
被
害

と
い
う
の
も
大
き
な
も
の

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
し
て
賛
同

で
き
な
い
。
今
ま
で
も
そ

う
で
し
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

四
、
も
し
、「
使

用
済
み
核
燃
料
施
設
」
誘

致
と
い
う
よ
う
な
話
が
進

ん
で
き
た
場
合
、
み
な
べ

町
は
同
意
を
求
め
ら
れ
る

自
治
体
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
同
意
を
求
め
ら

れ
な
く
て
も
、
み
な
べ
町

と
し
て「
同
意
で
き
な
い
」

旨
の
意
見
を
言
う
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

み
な
べ
町
に
そ
の

よ
う
な
場
所
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
し
、
そ
う
い
う
話

に
は
同
意
で
き
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
み
な
べ
町

に
対
し
関
電
側
か
ら
動
き

が
あ
れ
ば
、
皆
様
方
と
も

よ
く
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

質
問　

関
電
と
し
て
は
、

御
坊
火
力
発
電
所
に
造
る

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
御
坊
市
が
も
し

進
め
よ
う
と
し
て
も
、
み

な
べ
町
は
近
隣
の
町
と
し

て
、
御
坊
市
に
対
し
て
賛

同
で
き
な
い
旨
を
突
き
つ

け
て
ほ
し
い
と
い
う
事
で

す
。

町
長　

関
電
の
動
き
は
ま

だ
全
然
伝
え
ら
れ
て
き
て

い
ま
せ
ん
し
、
現
段
階
で

は
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
と
い
た
し
ま
し
て
は
議

員
と
同
じ
で
す
。
も
し
そ

う
い
う
話
に
な
り
ま
し
た

ら
、
ま
た
ご
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
今
の
時

点
で
は
時
期
尚
早
か
と
。

そ
の
話
が
も
ち
あ
が
る

と
、
日
高
地
域
全
体
、
ま

た
和
歌
山
県
全
体
の
話
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
市
長
会
、
町
村
会
で

何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は

起
こ
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

環境・生活 御坊発電所に使用済み核燃料施設？

御坊火力発電所

― 

み
な
べ
町
に
と
っ
て
も
大
問
題 

―
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● 御坊日高老人福祉施設事務組合議会（１名）

● 日高広域消防事務組合議会（１名）

● 田辺市周辺環境衛生施設組合議会（３名）

● 田辺周辺広域市町圏組合議会（２名）

● 公立紀南病院組合議会（２名）

● 和歌山県後期高齢者医療広域連合組合議会（１名）

● 町監査委員（１名）

森坂 義明

谷本 吉弘

下村 勤　原田 覚　中本 光一

田中 昭彦　竹本 栄次

田中 昭彦　竹本 栄次

田中 昭彦

北谷 清治

平成２６年第２回臨時議会（１０月）において下記の通り、議会の新しい構成が決定しました。平成２６年第２回

新議会構成新議会構成

● 事務組合議会議員など

議会運営委員会（６人）
議会運営に必要なことを決定しています。

委員長 　 下村 勤
副委員長  真造 賢二

谷本 吉弘　中井 重雄　原田 覚　
森坂 義明

総務文教常任委員会（７人）

委員長 　 森坂 義明
副委員長  谷本 吉弘

北谷 清治　楠本 誠二　中井 重雄
佐々木 香徳　竹本 栄次

町財政・町有財産・消防防災・社会福祉・健康保険・
教育関係などの事務調査や請願審査を行います。

副委員長  原田 覚
中本 光一　真造 賢二　池田 真作人
井口 雅裕　田中 昭彦

議会広報特別委員会（６人）

委員長 　 原田 覚 
副委員長  真造 賢二

谷本 吉弘　中本 光一　井口 雅裕
佐々木 香徳

産業建設常任委員会（７人）

委員長 　 下村 勤

ゴミや環境・農業・林業・水産・観光・公園・都市計画・道路橋梁河川
・地籍調査・災害・上下水道などの事務調査や請願審査を行います。

議会広報として議会だよりを編集し、発行しています。

● 委員会構成

委　員 委　員

委　員 委　員

議長　田中 昭彦 副議長　竹本 栄次
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平成 26年 12 月 12 日委員会開催

産業建設常任委員会 活動報告
平成 26年 12 月 8日、12 日委員会開催

「
農
協
改
革
」
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
が
紀
州
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
よ

り
提
出
さ
れ
、
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
12
月
８

日
と
12
日
に
委
員
会
を
開

き
、
各
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
出
し
、
話
し
合
い

ま
し
た
。

現
時
点
で
結
論
ま
で
に

は
至
ら
ず
、
様
々
な
声
を

聴
い
て
結
論
を
出
す
べ
き

で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査

１
，「
農
協
改
革
」
に
関

す
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願
の
調
査

２
，
薪
ボ
イ
ラ
ー
等
に
よ

る
森
林
資
源
活
用
事

例
に
つ
い
て

「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
に
反
対
す
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願
が
９
月
定
例
会
に
出
さ

れ
、
当
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
上
で
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

12
月
12
日
の
委
員
会
で

は
、
請
願
者
も
傍
聴
す
る

中
、
紹
介
議
員
（
池
田
議

員
）
か
ら
説
明
を
受
け
、

各
委
員
か
ら
質
疑
や
討
議

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
出
席
の
６
名
の
委

員
の
中
で
、
委
員
長
を
除

く
５
名
で
採
決
を
お
こ
な

っ
た
結
果
、
賛
成
２
、
反

対
３
で
「
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
」
と
決
ま
り
、
19

日
の
本
会
議
に
報
告
し
ま

し
た
。

委
員
会
で
出
た
主
な
意

見
は
次
の
通
り
で
す
。

【
賛
成
の
立
場
か
ら
】

・
行
使
容
認
決
定
を
国
民

は
国
会
議
員
に
付
託
し

て
い
な
い
。

・
行
使
が
容
認
さ
れ
る
と

日
本
の
自
衛
隊
が
他
の

国
の
戦
争
に
出
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
戦
争
は
始
ま
る
と
き
は

始
ま
る
も
の
で
、
警
戒

が
必
要
で
あ
る
。

【
反
対
の
立
場
か
ら
】

・
自
衛
権
は
自
国
だ
け
で

良
い
と
い
う
考
え
で
は

世
界
で
通
用
し
な
い
。

・
日
本
を
取
り
巻
く
緊
迫

し
た
国
際
情
勢
の
中
で

集
団
的
自
衛
権
は
よ
り

強
い
抑
止
力
に
な
る
。

・
閣
議
決
定
は
法
的
根
拠

が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
、
法
整
備
が
進
め

ら
れ
る
中
で
議
論
す
る

も
の
で
あ
る
。

※
意
見
書
と
は
…

地
方
自
治
法
99
条
に
基

づ
き
、
国
会
や
政
府
（
大

臣
）
な
ど
に
対
し
、
議
会

と
し
て
の
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査

１
，
廃
校
施
設
の
活
用
事

　
　

例
に
つ
い
て

２
，
防
災
対
策
に
つ
い
て

総務文教常任委員会 活動報告

集団的自衛権とは外国からの武力攻撃が発生した場合，被攻撃
国がもつ本来の自衛権 ( 個別的自衛権 ) と並んで，この国と密接
な関係にある他国がその攻撃を自国の安全を危うくするものと
認め，必要かつ相当の限度で反撃する権利。  （コトバンクより）

集団的自衛権とは
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請　　願

みなべ「九条の会」から提出され、付託された総務文教常任委員会において継続審議となっ
ていました「集団的自衛権行使容認に反対する意見書」の提出を求める請願については、委員
会での不採択とすべきものとの審議結果（P １０参照）を受け、本会議にて討論・採決の結果、
反対多数で不採択と決定しました。

請願書の要旨
請願の要旨は、安倍内閣が平成２６年 7 月 1 日の閣議決定において、これまでの政府解釈で

ある「日本が他の国から武力攻撃を受けた時だけ国民を守るため、必要最小限の武力行使がで
きる」という個別的自衛権から、「日本に対する直接の攻撃がなくても他国と一緒に武力行使
ができる」という集団的自衛権の行使容認を進めていくこととしたことについて、

1. 　憲法解釈は一総理一内閣で判断するものでない。
2. 　憲法をあらためるには憲法改定の手続きを経て、国民投票により国民の意思を問うこと。
3. 　行使容認は、隣国との環境改善とは逆に周辺国に新たな不協和音をもたらす。
4. 　安倍内閣の判断は憲法 9 条を実質的に壊すものである。

以上のことから、行使容認を進めることに反対する意見書の提出を求めるものです。

本会議での審議
第３回定例会最終日（１２月１９日）の本会議において、請願第２号として審議しました。

付託されていた総務文教常任委員会・森坂委員長より「不採択とすべきもの」との委員会審議
結果報告がされました。引き続き４名の議員による討論（概要は下記に記載）が行われた後に
採決されました。その結果、賛成４名、反対８名（P ３参照）となり、不採択と決定しました。

討論の概要（討論順）
池田議員（賛成）

「閣議決定だけで済ますのに腹立たしさを感じる。戦後６９年間日本が戦火にまみれず戦
死者を出していないのは憲法９条が足

あし

枷
かせ

になっていたからで、これを守るべく採択に賛成。」
真造議員（反対）

「集団的自衛権行使についての是非を判断しての反対ではない。意見書を国に提出する行
為に反対、町・町民への利益はない。町のために大局的な見地から反対して欲しい。」
佐々木議員（賛成）

「委員会では『どの県でも意見書をあげていない』の意見があったが、岩手県が採択済み。
憲法の条文を変えずに正反対の結論にもっていくのは手続き違反で認められない。」
井口議員（賛成）

「みなべ町は核廃絶・平和の町宣言をしている。ならば町としては当然この集団的自衛権
行使にも反対であるべきと考える。」
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平成22年5月定例会
一般質問

みなべ新橋から先の道路計画
はどのように考えているのか

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

昨年度、平成26 年の11 月末に地元区
（地元町会議員）にみなべ新橋から先
の道路計画について、道路推進委員会
を立ち上げて地元区としてどのような
法線（ルート）がいいか、一度検討して
いただき、その上で用地協力体制と地
元の総意が得られるよう、町と一緒に
検討していくことを伝える。
その後、事業化に向けて計画を進めて
いきたい。

平成21年9月定例会
一般質問

総 務 課建 設 課

行政改革の推進により平成21 年度に
比べ、職員数も20 名余り減少し現在
は133 名となっています。「すぐやる
課」などの新たな課を設置する人的余
裕がないため、課の再編により課の数
を極力少なくし、職員同士が情報共有
しやすい環境を整備して住民の要望
に迅速に対応できるようにしていま
す。

いろいろ問題はありますが、
前向きに検討させて
いただきます

議員の質問とその後の行方 

「すぐやる課」を創設しては

山内地区桜川上流から国道４２
号に連結する様、地権者と山
内地区の理解を得ながら計画
を進める
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平成23年5月定例会
一般質問

震災から子どもを守る
学校での訓練内容

合同訓練や、各学校への
車イス配置を含め
検討していきたい

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

平成25年度は、防災訓練及び防災学習を
各小中学校で3回以上実施しました。
救命胴衣を着けての避難訓練や、地域が
孤立した状態を想定した避難訓練など、
地域に見合った特色ある訓練をしていま
す。またPTA活動として保護者も実施して
いる学校もあります。

平成22年3月定例会
一般質問

総 務 課教育委員会

現在、みなべ町において設置している
AED の数は28基です。主に公共施設な
どの不特定多数の方々が利用する施設
に配備し、もしもの事態に備えています。
保守点検についてはリース会社等との
保守管理委託契約に基づき適切に管理
されています。
また、広域消防本部が行なっている救急
救命講習を定期的に開催して使用方法
の啓発を行なっています。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提
言した内容が、町施策にどのような内容で反映した
かを確認するための調査です。

あ
言
か

追追跡調査

AED の
保守管理は

メンテナンスにつきましては、使
用しない場合は3年経過時に電
池パックと電極パットの交換とな
り、本体の耐用年数は5年です。
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編
集
後
記

２
０
１
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
年
は
、
上
半
期
に
世
界

農
業
遺
産
登
録
、
下
半
期
に
は
わ

か
や
ま
国
体
の
開
催
な
ど
大
き
な

行
事
が
あ
り
ま
す
。

み
な
べ
町
民
の
力
を
合
わ
せ
て

成
功
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
産
業
、

福
祉
、
教
育
、
防
災
、
多
方
面
に

わ
た
り
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
み
で
す
。

と
り
わ
け
、
み
な
べ
町
の
主
産
業

で
あ
る
梅
干
価
格
の
低
迷
に
つ
き

ま
し
て
は
、
早
急
に
改
善
策
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
み
な
べ
町
議
会
議
員
一

同
、
昨
年
よ
り
も
少
し
で
も
住
み

や
す
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
頂
け
る
町
づ
く
り
に
精
一

杯
ま
い
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

広
報
特
別
委
員
会中

本　

光
一

みなべ町へ嫁いで来たお嫁さん、今回は田辺市中辺路出身
で平成 16 年３月 14 日に中野藤夫さん（埴田）と結婚され
ました中野圭子さん（旧姓：深瀬）の紹介です。

日時　：平成27年2月15日（日）
受付　11：00～11：30
終了　13：00頃

場所　：上南部小学校体育館
（みなべ町谷口549）

対象者：小学生以上
（高学年が望ましい）
※小学生は保護者同伴

定員　：先着400名
（締切2月5日）

主催　：南部郷梅対策協議会
問合せ：みなべ町（うめ課）

0739‒74‒3276
詳しくは、みなべ町ホームページ
http://www.town.minabe.lg.jp

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。
どんなことでもかまいません、
議会事務局または提案箱までお
寄せください。

みなべ町議会だより No.39
平成２７年２月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

中野圭
けい

子
こ

さん ＆藤
ふじ

夫
お

さんご夫妻

梅干しおにぎりで
世界記録に挑戦！

梅干入りのおにぎりを握
る「人数記録」でギネス世
界記録に挑戦します。

どんなきっかけで、藤夫さんと知り合いましたか？
→友人の紹介です。
みなべ町に嫁いできて感じたことは？

→水平線に沈んでいく夕日がキレイで、結婚して10年経った今
でも見惚れてしまいます。５月６月は、車の運転中、窓を開
けると梅の良い香りがして、みなべでしか味わえない、ふとし
た幸せです。
町での生活はどうですか？（楽しい新婚生活のエピソード
もあったらお聞かせください。）
→ご近所の方々もとても親切で、お野菜や新鮮な魚を頂いた
りと、良くしてもらい、とても感謝しています。子供たちも
パパと一緒に魚を釣りに行ったり、畑に行ったりと、子ども
にはとても良い環境です。
町に望むことはありますか？
→活気ある梅の町みなべ町であり続けてほしいです。
◎中野圭子さん、ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q

参加者募集!!
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